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（
質
問
の 

八
） 

答

弁

第

八
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衆
議
院
議
員
林
百
郎
君
外
二
名
提
出
地
震
防
災
の
た
め
の
当
面
の
強
化
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁

書
を
送
付
す
る
。 
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三 

 
衆
議
院
議
員
林
百
郎
君
外
二
名
提
出
地
震
防
災
の
た
め
の
当
面
の
強
化
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す 

る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

1 

港
湾
の
施
設
の
耐
震
設
計
は
、
地
震
動
加
速
度
、
地
震
の
頻
度
等
か
ら
求
め
ら
れ
る
震
度
期
待
値
等
を
考 

 
 

 

慮
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
秋
田
港
の
場
合
も
、
通
常
用
い
ら
れ
て
い
る
再
来
年
数
七
十
五

年
の
震
度
期
待
値
等
を
考
慮
し
て
そ
の
設
計
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
妥
当
な
も
の
で
あ
つ
た
と
考
え
て

い
る
。 

ま
た
、
地
盤
の
軟
弱
な
土
地
に
お
い
て
行
わ
れ
る
開
発
行
為
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三

年
法
律
第
百
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
水
抜
き
の
実
施
等
安
全
上
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
指
導
し

て
い
る
。 



2 
地
盤
に
関
す
る
調
査
と
し
て
は
、
国
土
庁
の
推
進
し
て
い
る
土
地
分
類
調
査
に
よ
る
表
層
地
質
に
つ
い
て 

 
 

 
の
調
査
、
工
業
技
術
院
地
質
調
査
所
の
実
施
し
て
い
る
地
質
調
査
等
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
成
果
は
、
縮

尺
五
万
分
の
一
の
地
図
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
。 

公
共
施
設
等
の
構
造
物
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
を
実
施
す
る
等
に
よ
り
、
個
別
に
地
盤
を
調
査
し
、
軟
弱
地
盤
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
。 原

子
力
発
電
所
に
つ
い
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
に
よ
る
原
子
炉
の
設
置
許
可
に
係
る
安
全
審
査
等
に
お
い
て
、
耐
震
設
計 

こ
れ
に
よ
り
沖
積
層
等
軟
弱
地
盤
の
分
布
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
、
震
災

対
策
の
み
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
い
の
で
、
軟
弱
地
盤
の
具
体
的
な
対
策
の
た
め
に
は
、
個
別
の
精
査

が
必
要
と
な
る
。 

四 

 



二
に
つ
い
て 

1 

秋
田
港
の
岸
壁
等
の
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復
旧
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法

(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号)
に
基
づ
く
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
、
港
湾
管
理
者
は
も
と
よ
り
、
国
に

お
い
て
も
こ
れ
を
実
施
し
て
い
る
。 

を
も
含
め
て
十
分
に
安
全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。 

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
消
防
法(

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
八
十
六
号)

及
び
高
圧
ガ
ス
取
締

法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号)

に
よ
り
、
施
設
の
態
様
、
施
設
を
設
置
す
る
場
所
の
地
域
区
分
及
び

地
盤
区
分
、
施
設
の
規
模
等
に
応
じ
た
設
計
震
度
を
設
定
し
て
、
こ
れ
に
耐
え
得
る
も
の
と
し
て
い
る
。 

こ
の
う
ち
、
国
が
実
施
す
る
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
秋
田
港
の
機
能
を
一
日
も
早
く
回
復
さ
せ
る

た
め
、
昭
和
五
十
八
年
度
中
に
最
大
限
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
ま
で
に
、
す
べ
て
の
復

旧
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。 

五 

 



3 

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号)

及
び
農
林
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
補
助
の
暫
定
措
置
に
関
す
る
法
律(

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
六
十
九
号)

に
基
づ

く
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
は
、
原
形
復
旧
が
著
し
く
困
難
又
は
不
適
当
な
場
合
に
は
、
こ
れ
に
代
わ
る
べ

き
必
要
な
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
、
ま
た
、
必
要
な
場
合
に
は
、
災
害
関
連
事
業
を
活
用
し
て
改
良
復
旧
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
再
度
災
害
防
止
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
災
害
復
旧
制
度
の
運
用
に
よ
つ
て
、 

2 
被
災
自
治
体
の
財
政
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
等
各
種
災
害
復
旧
事
業 

 
 

 
 

に
対
す
る
高
率
補
助
の
適
用
、
地
方
負
担
に
対
す
る
地
方
債
の
充
当
、
当
該
地
方
債
の
元
利
償
還
金
に
対
す 

る
普
通
交
付
税
措
置
等
に
よ
り
配
慮
し
て
い
る
。 

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
激
甚
災
害
指
定
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
激
甚
災
害
制
度
の 

趣
旨
を
踏
ま
え
、
災
害
の
発
生
状
況
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
慎
重
に
検
討 

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

六 

 



三
に
つ
い
て 

4 
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け
は
、
被
災
世
帯
の
生
活
の
立
て
直
し
に
資
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
現
行
の 

 
 

 

貸
付
限
度
額
は
低
利
の
福
祉
的
な
貸
付
け
と
し
て
は
妥
当
な
水
準
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
所
得
制
限
の
基

準
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年
所
得
水
準
の
向
上
を
勘
案
し
て
引
上
げ
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
本
年
も
七
月
に
そ

の
引
上
げ
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

日
本
海
中
部
地
震
の
経
験
に
か
ん
が
み
、
津
波
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、
津
波
警
報
関
係
省
庁
連
絡
会
議
を

設
置
し
、
観
光
客
及
び
海
水
浴
客
を
含
む
公
衆
並
び
に
船
舶
に
対
す
る
津
波
警
戒
の
徹
底
等
に
つ
い
て
申
し
合 

十
分
配
慮
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

住
宅
の
災
害
復
旧
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金
融
公
庫
に
お
い
て
災
害
復
興
住
宅
の
建
設
等
及
び
宅
地
防

災
工
事
に
係
る
低
利
貸
付
け
を
行
つ
て
お
り
、
災
害
復
興
住
宅
の
建
設
等
に
係
る
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
本

年
七
月
、
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
を
行
つ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

七 

 



四
に
つ
い
て 

1 

現
在
の
地
震
予
知
技
術
の
水
準
に
お
い
て
は
、
海
洋
型
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
程
度
の
大
規
模
な
地
震
に 

 
 

 

つ
い
て
、
そ
の
発
生
の
前
兆
現
象
を
相
当
の
確
度
を
も
つ
て
捕
そ
く
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
当
面
、
こ
の 

 

よ
う
な
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
東
海
地
域
に
つ
い
て
、
地
震
の
予
知
を
前
提
と
し
た
震
災
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
防
災
無
線
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
早
期
に
整
備
し
得
る
よ
う
積
極
的
に
助
成
策
を
講
じ
て

き
て
お
り
、
施
設
の
整
備
に
当
た
つ
て
は
、
災
害
時
に
十
分
機
能
し
得
る
よ
う
、
施
設
の
設
置
場
所
、
風
圧
対

策
、
耐
震
対
策
等
の
ほ
か
、
停
電
時
に
備
え
て
の
非
常
電
源
設
備
の
常
備
及
び
電
源
容
量
の
確
保
等
に
つ
い
て

も
従
来
か
ら
指
導
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

わ
せ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
を
始
め
関
係
機
関
に
対
し
指
導
を
行
つ
て
い
る
。 

そ
の
他
の
地
震
に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
と
地
方
の
協
力
の
下
に
、
①
都
市
防
災
化
の
推
進
、 

八 

 



3 

地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
年
度
内
に
、
で
き
る
限
り
事
業
の
進
ち
よ
く
が
図
ら
れ
る 

2 

地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
三
号
）
が
適
用
さ
れ
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
は
、
①
大
規
模
な 

地
震
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
こ
と
、
②
地
震
の
直
前
予
知
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て 

指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
地
域
に
お
い
て
は
、
地
震
の
発
生
に
備
え
て
避
難
地
・
避
難
路
、
緊 

急
輸
送
道
路
、
緊
急
輸
送
関
連
港
湾
等
を
緊
急
に
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に 

つ
い
て
も
、
特
定
観
測
地
域
を
含
め
て
、
治
山
治
水
、
道
路
、
港
湾
、
都
市
公
園
等
公
共
事
業
に
関
す
る
五 

箇
年
計
画
等
に
基
づ
き
、
計
画
的
な
震
災
対
策
の
推
進
と
防
災
性
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ 

 

り
、
今
後
と
も
そ
の
積
極
的
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

②
防
災
体
制
の
強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚
、
③
地
震
予
知
の
た
め
の
観
測
・
研
究
の
推
進
に
重
点
を
置
い
た 

震
災
対
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
そ
の
強
化
を
図
つ
て
ま
い
り
た
い
。 

九 

 



 

一
〇 

よ
う
、
今
後
と
も
そ
の
促
進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

ま
た
、
震
災
対
策
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
地
震
予
知
の
推
進
、
防
災
体

制
の
強
化
、
都
市
防
災
化
の
推
進
等
を
重
点
に
そ
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




